平安貴族の仏教的実践 ： 菅原道真の願文を中心に by 工藤, 美和子
平
安
貴
族
の
仏
教
的
実
践
1
菅
原
道
真
の
願
文
を
中
心
に
ー
工
藤
美
和
子
〔抄
録
〕
九
世
紀
後
半
の
仏
教
を
知
る
史
料
と
し
て
、
菅
原
道
真
の
詩
文
集
『菅
家
文
草
』
に
収
載
さ
れ
た
三
三
篇
の
願
文
が
あ
る
。
彼
の
願
文
は
①
天
皇
や
皇
族
の
依
頼
に
よ
る
願
文
、
②
一
般
の
貴
族
層
の
依
頼
に
よ
る
願
文
の
二
種
類
に
大
別
で
き
る
。
①
の
願
文
で
は
出
家
後
の
上
皇
や
死
後
の
天
皇
を
菩
薩
も
し
く
は
仏
と
位
置
づ
け
、
②
の
貴
族
に
依
頼
さ
れ
た
願
文
で
は
、
死
し
た
父
母
の
た
め
に
利
他
行
を
す
る
と
い
う
誓
願
を
子
ど
も
た
ち
が
立
て
、
さ
ら
に
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
誓
願
を
継
承
し
利
他
行
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
道
真
の
願
文
で
は
出
家
後
も
し
く
は
死
後
の
天
皇
を
救
済
者
と
す
る
と
と
も
に
、
貴
族
の
願
文
で
は
、
貴
族
社
会
の
全
構
成
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
的
な
意
志
に
よ
っ
て
誓
願
を
立
て
仏
道
修
行
(利
他
行
)
を
行
い
「
さ
と
り
」
を
目
指
す
と
い
う
新
た
な
社
会
の
構
築
が
目
指
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
菅
原
道
真
の
願
文
に
は
中
世
仏
教
の
構
想
が
す
で
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
川
願
文
、
利
他
行
、
菅
原
道
真
、
平
安
仏
教
、
文
人
官
僚
は
じ
め
に
願
文
と
は
、
仏
教
法
会
に
お
い
て
法
会
を
主
宰
す
る
願
主
が
、
法
会
の
主
旨
や
願
意
を
の
べ
る
文
章
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
種
類
も
寺
院
建
立
・
仏
像
造
立
・
寺
院
へ
の
寄
進
・
逆
修
(生
前
に
死
後
の
四
十
九
日
や
一
周
忌
の
た
め
の
法
要
を
済
ま
せ
て
お
く
こ
と
)
・
追
善
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
残
存
数
も
時
代
を
下
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
一
号
(二
〇
〇
三
年
三
月
)
る
ご
と
に
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
が
、
鎌
倉
期
に
入
る
と
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
が
　こ
多
く
な
る
。
願
文
は
中
国
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
が
幾
つ
か
知
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
七
～
八
世
紀
の
造
像
銘
記
や
経
典
奥
書
を
初
期
の
も
の
と
し
、
九
世
紀
で
は
『日
本
三
代
実
録
』
に
四
篇
、
空
海
の
詩
文
集
『遍
照
発
揮
性
霊
集
』
に
三
〇
篇
、
菅
原
道
真
の
詩
文
集
『菅
家
文
草
』
に
収
載
さ
れ
た
三
三
篇
の
願
文
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
。
一
〇
世
紀
か
ら
=
世
紀
に
か
け
て
は
、
一
〇
五
三
年
頃
藤
五
三
平
安
貴
族
の
仏
教
的
実
践
(工
藤
美
和
子
)
原
明
衡
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『本
朝
文
粋
』
に
、
平
安
中
期
の
文
人
官
僚
が
作
成
し
た
願
文
を
二
七
篇
収
載
し
て
い
る
。
一
二
世
紀
に
な
る
と
『本
朝
続
文
粋
』
　
　
　
所
収
の
願
文
や
、
大
江
匡
房
の
『江
都
督
納
言
願
文
集
』
な
ど
が
作
成
さ
れ
た
。
願
文
の
作
成
は
、
願
主
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
主
と
し
て
文
人
官
僚
が
願
主
よ
り
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に
法
会
の
主
旨
を
聞
い
て
文
章
化
し
、
出
来
上
が
っ
た
草
稿
に
願
主
が
目
を
通
し
、
不
備
な
点
を
訂
正
し
て
完
成
し
た
。
願
文
は
僧
侶
に
よ
っ
て
仏
・
菩
薩
の
前
で
読
み
上
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
願
主
が
行
う
仏
教
的
作
善
の
功
徳
を
死
者
や
他
の
人
々
に
振
り
向
け
る
(利
他
行
)
旨
を
、
仏
・
菩
薩
と
と
も
に
法
会
の
参
集
者
に
伝
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
他
の
時
代
に
比
べ
て
史
料
の
少
な
い
九
世
紀
後
半
の
仏
教
を
知
る
史
料
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
願
文
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
具
体
的
な
史
料
と
し
て
、
九
世
紀
後
半
に
活
躍
し
た
文
人
官
僚
・
菅
原
道
真
(八
四
五
～
九
〇
三
)
の
『菅
家
文
草
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
願
文
の
い
く
つ
か
を
解
読
し
、
さ
ら
に
『本
朝
文
粋
』
に
収
め
ら
れ
た
大
江
朝
綱
(八
八
六
～
九
五
七
)
の
願
文
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
願
文
の
中
で
平
安
期
の
仏
教
が
ど
の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
両
者
の
間
の
仏
教
的
救
済
に
差
異
が
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
一
、
『菅
家
文
草
』
に
お
け
る
願
文
『菅
家
文
草
』
は
昌
泰
三
年
(九
〇
〇
)
に
、
醍
醐
天
皇
に
献
呈
さ
れ
た
菅
原
道
真
の
祖
父
清
公
と
父
是
善
の
詩
文
と
道
真
自
ら
の
詩
文
を
集
め
菅
家
三
代
集
二
十
八
巻
と
し
て
編
纂
し
た
家
集
で
あ
る
。
現
在
、
道
真
自
選
の
十
二
巻
だ
け
が
残
五
四
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
内
、
巻
第
十
一
と
十
二
に
願
文
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
三
三
篇
で
あ
る
。
一
五
歳
で
作
成
し
た
願
文
を
最
初
と
し
て
作
成
年
順
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
願
主
も
天
皇
や
皇
族
関
係
か
ら
一
般
の
貴
族
ま
で
と
幅
広
い
。
ま
ず
「故
尚
侍
の
家
人
の
為
に
、
四
十
九
日
の
宿
願
を
果
た
す
願
文
」
(
『菅
家
文
草
』
巻
第
十
一
恥
6
4
2
、
以
下
『文
草
』
と
す
る
)
と
題
さ
れ
た
願
文
を
　
ヨ
　
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
こ
の
願
文
は
、
元
慶
六
年
(八
八
二
)
三
月
三
十
一
日
、
嵯
峨
天
皇
皇
女
源
全
姫
の
四
十
九
日
の
法
会
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
。
願
主
は
源
全
姫
の
家
人
で
あ
る
。
聲
こ
の
願
文
の
書
き
出
し
は
家
人
の
問
い
か
け
に
対
し
て
全
姫
が
答
え
る
と
い
う
形
式
で
は
じ
ま
る
。
以
下
本
文
を
み
て
い
こ
う
。
尚
侍
正
二
位
源
朝
臣
、
去
る
正
月
二
十
五
日
を
以
て
、
薨
逝
し
た
ま
ひ
ぬ
。
伏
し
て
存
日
の
宿
念
を
尋
ぬ
る
に
曰
く
、
余
れ
往
年
を
以
て
、
法
華
経
を
冩
し
奉
り
、
講
演
已
に
畢
ぬ
。
去
る
元
慶
四
年
、
出
家
入
道
の
後
、
禅
徒
を
敬
屈
し
、
聊
か
に
法
味
を
嘗
む
。
乍
ち
大
乗
甚
深
の
理
を
聴
き
、
即
便
に
意
を
興
す
。
更
に
金
字
法
華
経
一
部
、
無
量
義
、
普
賢
観
経
、
般
若
心
経
一
巻
を
冩
し
奉
る
。
當
に
願
く
は
修
す
る
所
の
功
徳
、
先
に
太
上
天
皇
を
翊
け
奉
る
。
次
に
余
の
菩
提
資
糧
と
為
す
。
四
年
十
二
月
四
日
に
至
り
、
天
皇
奄
に
寂
滅
に
帰
す
。
余
則
ち
心
事
相
違
す
。
誰
為
に
か
之
を
為
さ
む
、
孰
か
之
を
聞
か
し
め
む
。
若
か
じ
重
て
善
縁
を
積
み
、
聖
靈
得
道
の
因
と
為
さ
む
に
は
。
仍
ち
銀
大
毘
盧
遮
那
仏
像
一
躯
、
白
檀
四
仏
像
、
并
に
四
菩
薩
、
三
昧
耶
像
を
造
り
奉
る
。
一
心
一
向
、
聖
靈
を
資
け
奉
ら
む
と
す
。
願
文
の
概
略
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
【尚
侍
正
二
位
源
朝
臣
(全
姫
)
は
、
去
る
(元
慶
六
年
の
)
正
月
二
十
五
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
。
生
前
に
、
日
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
お
考
え
を
お
持
ち
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
お
答
え
に
な
ら
れ
た
。
「私
は
昔
、
『法
華
経
』
を
書
写
し
そ
の
講
説
も
既
に
終
え
て
い
る
。
去
る
元
慶
四
年
に
出
家
し
た
後
も
、
僧
侶
を
招
き
経
典
の
講
説
を
行
っ
た
。
そ
の
大
乗
経
典
の
奥
深
い
教
え
を
聴
き
、
た
ち
ま
ち
仏
道
修
行
の
思
い
を
深
く
し
、
次
の
こ
と
を
発
願
し
た
。
更
に
金
字
法
華
経
一
部
と
無
量
義
・
普
賢
観
経
・
般
若
心
経
を
書
写
し
よ
う
と
。
願
う
と
こ
ろ
は
、
こ
の
書
写
経
典
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
ま
ず
太
上
天
皇
(清
和
上
皇
)
の
成
道
へ
廻
向
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
次
に
功
徳
を
私
の
さ
と
り
へ
の
助
け
と
し
た
い
。
と
こ
ろ
が
、
元
慶
四
年
十
二
月
四
日
に
な
り
清
和
天
皇
が
急
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
。
私
の
心
は
乱
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
体
誰
の
た
め
に
経
典
を
書
写
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
誰
の
た
め
に
そ
の
講
説
を
お
聞
か
せ
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
し
か
し
、
重
ね
て
善
業
を
積
み
、
そ
の
功
徳
を
清
和
天
皇
の
さ
と
り
へ
の
援
助
と
す
る
の
が
い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
銀
大
毘
盧
遮
那
仏
像
一
体
、
白
檀
四
仏
像
、
四
菩
薩
像
、
三
昧
耶
像
を
造
り
奉
り
、
ひ
た
す
ら
聖
霊
の
さ
と
り
の
援
助
の
た
め
に
振
り
向
け
た
い
」
と
。
】
清
和
天
皇
は
父
文
徳
天
皇
の
後
を
受
け
て
天
安
二
年
(八
六
四
)
に
即
位
。
貞
観
一
八
年
(八
七
六
)
に
皇
太
子
貞
明
親
王
(陽
成
天
皇
)
に
譲
位
後
、
元
慶
三
(八
七
九
)
年
五
月
八
日
に
出
家
し
、
翌
年
一
二
月
四
日
に
死
去
し
た
。
法
名
を
素
真
と
い
う
。
清
和
と
全
姫
は
、
と
も
に
元
慶
四
年
に
出
家
し
て
い
る
。
全
姫
出
家
後
の
経
典
書
写
や
仏
像
造
立
な
ど
の
作
善
は
、
清
和
の
仏
道
修
行
の
援
助
の
た
め
に
、
功
徳
を
廻
向
す
る
利
他
行
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「余
の
菩
提
資
糧
と
為
す
」
と
し
て
、
全
姫
自
ら
の
さ
と
り
の
た
め
に
も
功
徳
を
振
り
向
け
よ
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
一
号
(1
10
0
111年
三
月
)
う
と
あ
る
よ
う
に
、
自
利
行
も
兼
ね
て
い
た
考
え
て
い
た
と
記
述
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
全
姫
の
経
典
書
写
を
待
た
ず
し
て
清
和
が
死
去
し
て
し
ま
う
。
こ
の
清
和
の
死
は
、
全
姫
に
「功
徳
を
回
向
す
る
ひ
と
が
い
な
い
今
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
」
と
い
う
思
い
を
起
こ
さ
せ
る
が
、
全
姫
は
、
清
和
亡
き
後
に
新
た
に
「銀
大
毘
盧
遮
那
仏
像
」
等
を
造
像
し
、
死
後
も
続
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
清
和
の
仏
道
修
行
の
援
助
を
行
い
た
い
と
い
う
旨
を
家
人
に
語
っ
た
と
記
述
さ
れ
る
。
願
文
は
全
姫
の
「宿
念
」
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
去
る
年
の
周
忌
、
期
限
過
ぐ
る
と
雖
も
、
今
茲
暮
春
、
宿
心
剋
す
る
所
な
り
。
剋
す
る
所
の
日
よ
り
、
數
旬
未
だ
盈
る
に
、
發
願
の
人
、
一
旦
長
逝
し
た
ま
ひ
ぬ
。
今
尊
靈
の
心
願
の
誠
に
就
き
、
尊
靈
手
澤
の
貯
を
挙
げ
、
帷
幌
を
舊
窓
に
巻
き
、
香
華
を
虚
室
に
設
く
。
【清
和
天
皇
の
一
周
忌
は
過
ぎ
ら
れ
た
が
、
全
姫
は
三
月
ま
で
に
は
仏
像
を
造
立
し
よ
う
と
い
う
志
を
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
願
を
立
て
ら
れ
て
よ
り
幾
ば
く
も
な
く
し
て
、
発
願
さ
れ
た
全
姫
様
は
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
。
今
、
姫
の
志
に
基
づ
い
て
姫
の
財
貨
を
充
当
し
、
か
ね
て
お
住
ま
い
で
あ
っ
た
部
屋
で
仏
像
等
の
開
眼
供
養
を
執
り
行
う
準
備
を
し
た
。】
清
和
の
周
忌
が
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
「
銀
大
毘
盧
遮
那
仏
像
」
の
供
養
法
会
は
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
仏
像
が
完
成
す
る
前
に
全
姫
は
死
去
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
「尊
靈
心
願
の
誠
」
、
つ
ま
り
、
清
和
に
対
し
て
功
徳
を
振
り
向
け
た
い
と
い
う
全
姫
の
願
い
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、
全
姫
四
十
九
日
の
供
養
と
仏
像
の
造
像
供
養
を
兼
ね
た
法
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
願
文
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
。
昔
は
是
れ
利
他
の
至
心
を
發
し
、
今
更
に
自
利
の
廻
向
を
分
た
む
と
す
。
仰
五
五
平
安
貴
族
の
仏
教
的
実
践
(工
藤
美
和
子
)
ぎ
願
は
く
は
、
如
来
薩
垣
、
大
乗
妙
典
、
各
本
願
に
任
せ
て
、
嵯
峨
の
聖
廟
を
資
け
奉
る
。
そ
の
次
や
、
登
霞
の
先
帝
を
迎
え
持
し
、
遍
周
法
界
の
威
光
を
増
さ
む
。
過
去
の
尊
靈
を
摂
引
し
、
往
生
浄
土
の
因
果
を
開
か
む
。
恒
沙
界
の
内
、,
大
鐵
囲
の
外
、
各
所
求
に
随
い
、
共
に
抜
済
を
得
む
こ
と
を
。
【全
姫
は
昔
、
利
他
の
心
を
お
こ
さ
れ
功
徳
を
他
者
へ
と
振
り
向
け
よ
う
と
さ
れ
た
。
今
は
姫
の
自
利
の
為
に
そ
の
功
徳
を
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
願
う
と
こ
ろ
は
、
如
来
と
菩
薩
・
大
乗
の
妙
典
、
各
の
本
願
に
基
づ
い
て
、
嵯
峨
上
皇
へ
と
功
徳
を
振
り
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
次
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
清
和
上
皇
を
迎
え
て
、
法
会
の
功
徳
を
衆
生
済
度
の
援
助
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に
全
姫
を
浄
土
へ
と
引
摂
し
導
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
恒
沙
界
の
中
、
大
鉄
囲
山
の
外
で
、
各
の
願
い
に
従
っ
て
衆
生
済
度
を
さ
れ
る
こ
と
を
。】
「如
来
薩
垣
、
大
乗
妙
典
」
と
は
、
全
姫
が
発
願
し
た
仏
像
と
経
典
に
あ
た
る
。
「嵯
峨
の
聖
廟
」
と
は
嵯
峨
上
皇
の
こ
と
で
あ
り
、
「登
霞
の
先
帝
」
は
清
和
の
こ
と
で
あ
る
。
「遍
周
法
界
」
と
は
、
全
宇
宙
を
遍
く
め
ぐ
っ
て
衆
生
済
度
の
利
他
　ユ
行
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「昔
は
是
れ
利
他
の
至
心
を
発
し
、
今
更
に
自
利
の
廻
向
を
分
た
む
と
す
」
で
あ
る
。
「利
他
」
「自
利
」
と
は
、
仏
教
の
「さ
と
り
」
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
ま
ず
最
初
に
立
て
ら
れ
る
「誓
願
」
に
も
と
つ
く
修
行
で
あ
る
。
「誓
願
」
と
は
、
仏
・
菩
薩
が
仏
道
修
行
の
前
に
必
ず
立
て
る
誓
い
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
自
己
の
欲
望
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
欲
望
に
翻
弄
さ
れ
な
い
「さ
と
り
」
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
「利
他
」
と
は
他
者
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
他
者
を
「さ
と
り
」
へ
と
至
ら
し
め
る
た
め
に
ま
ず
菩
提
心
を
お
こ
さ
せ
る
よ
う
に
導
く
こ
と
で
あ
っ
て
、
「自
利
」
と
「
利
他
」
の
双
五
六
方
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
誓
願
と
仏
道
修
行
が
完
成
す
る
願
行
具
足
と
な
っ
て
、
「
さ
と
り
」
へ
と
至
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
願
文
で
の
全
姫
の
「利
他
」
と
は
、
清
和
の
仏
道
修
行
を
援
助
す
る
た
め
の
経
典
書
写
や
造
像
な
ど
の
行
為
を
指
す
が
、
全
姫
亡
き
後
の
今
は
、
法
会
の
功
徳
を
全
姫
自
身
の
「
さ
と
り
」
を
ひ
ら
く
た
め
の
「自
利
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
願
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
姫
一
人
の
力
に
よ
っ
て
「
さ
と
り
」
へ
と
至
る
こ
と
が
出
来
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
全
姫
の
父
嵯
峨
と
清
和
の
衆
生
済
度
の
さ
ら
な
る
援
助
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
清
和
に
よ
っ
て
、
「過
去
の
尊
靈
」
す
な
わ
ち
全
姫
が
浄
土
へ
と
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「恒
沙
界
」
と
は
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
よ
う
に
無
数
に
あ
る
世
界
を
い
い
、
「大
鐵
園
」
は
、
仏
教
の
世
界
観
で
と
ら
え
る
と
こ
ろ
の
鉄
囲
山
(て
っ
ち
せ
ん
)
の
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
の
世
界
観
で
は
、
宇
宙
の
中
心
を
な
す
巨
大
な
山
で
あ
る
須
弥
山
(し
ゅ
み
せ
ん
)
を
九
山
八
海
が
取
り
巻
い
て
い
る
が
、
そ
の
一
番
外
側
の
鉄
で
出
来
た
山
を
鉄
囲
山
と
呼
ぶ
。
そ
の
鉄
囲
山
の
す
ぐ
内
側
に
あ
る
鹹
海
(か
ん
か
い
)
に
浮
か
ぶ
の
が
、
人
間
の
住
む
世
界
で
あ
る
閻
浮
提
州
で
あ
る
。
須
弥
山
を
中
心
と
す
る
世
界
は
、
上
は
色
界
の
初
禅
天
か
ら
大
地
の
下
の
風
輪
に
ま
で
及
ぶ
範
囲
を
一
須
弥
世
界
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
が
千
集
ま
れ
ば
小
千
世
界
、
小
千
世
界
が
千
集
ま
れ
ば
中
千
世
界
、
中
千
世
界
が
千
集
ま
れ
ば
大
千
世
界
と
な
る
。
大
千
世
界
は
大
中
小
と
三
種
の
千
世
界
か
ら
な
る
の
で
、
三
千
大
千
世
界
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
宇
宙
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
三
千
大
三
千
世
界
は
一
人
の
仏
が
教
化
す
る
と
さ
れ
る
。
願
文
で
は
そ
の
鉄
囲
山
の
外
側
、
つ
ま
り
人
間
界
以
外
の
世
界
が
嵯
峨
・
清
和
・
全
姫
の
救
済
活
動
の
担
当
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
一
文
に
よ
っ
て
、
嵯
峨
・
清
和
・
全
姫
が
死
後
に
仏
も
し
く
は
菩
薩
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
姫
の
願
文
で
は
死
後
の
上
皇
は
仏
と
な
っ
て
衆
生
済
度
を
行
う
と
い
う
役
割
を
果
た
す
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
願
文
が
作
成
さ
れ
る
以
前
に
、
道
真
が
作
成
し
た
天
皇
・
上
皇
に
関
す
る
願
文
の
中
に
は
、
天
皇
に
は
ど
の
よ
う
な
役
割
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
天
皇
自
身
が
述
べ
た
言
葉
が
記
述
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
全
姫
の
願
文
で
も
登
場
し
た
清
和
天
皇
が
願
主
と
な
っ
て
、
元
慶
三
年
(八
七
九
)
三
月
二
十
四
日
に
作
成
さ
れ
た
「太
上
皇
の
勅
を
奉
り
、
清
和
院
に
於
い
て
法
会
す
る
願
文
」
(
『文
草
』
巻
第
十
一
・
恥
6
4
9
)
で
あ
る
。
願
文
中
、
清
和
は
天
皇
の
役
割
に
つ
い
て
「弟
子
昔
眇
身
を
奉
り
、
忝
な
く
も
鴻
業
に
當
る
。
一
天
下
の
主
た
り
、
諸
衆
生
の
君
た
り
。
毎
に
願
う
は
風
雨
調
和
、
稼
穡
豐
稔
、
國
土
歡
を
無
垢
界
に
合
せ
、
人
衆
楽
し
み
を
有
頂
天
に
同
じ
く
せ
む
こ
と
を
」
と
述
べ
て
い
る
。
天
皇
と
い
う
も
の
は
、
季
節
が
順
調
に
運
行
す
る
よ
う
に
、
ま
た
豊
饒
を
願
い
国
土
を
清
浄
な
世
界
た
ら
し
め
、
人
民
の
楽
し
み
が
天
界
(「有
頂
天
」
)
に
い
る
の
と
同
じ
も
の
で
あ
る
よ
う
に
務
め
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
清
和
の
言
葉
に
は
、
天
皇
は
儒
教
的
な
聖
天
子
と
し
て
人
々
に
安
穏
と
豊
饒
を
約
束
す
る
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
天
皇
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
人
々
が
生
き
て
い
る
間
の
現
世
安
穏
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
死
後
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
天
皇
を
退
位
す
る
理
由
を
清
和
は
、
「
あ
に
圖
ら
め
や
、
在
位
の
年
深
く
、
利
他
の
徳
頻
り
に
缺
く
。
道
を
渉
る
の
日
浅
く
、
己
を
剋
す
る
の
誠
空
し
、
是
故
に
弟
子
黄
屋
を
逃
れ
以
て
歸
す
る
を
忘
れ
、
蒼
生
を
捐
て
て
顧
み
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
清
和
は
天
皇
の
位
に
長
く
あ
っ
た
の
で
、
政
務
や
行
事
に
追
わ
れ
て
利
他
行
が
出
来
な
か
っ
た
と
述
べ
る
。
も
ち
ろ
ん
利
他
行
は
、
出
家
を
し
な
く
て
も
出
来
る
わ
け
だ
が
、
世
俗
に
い
る
間
は
世
間
と
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
一
号
(二
〇
〇
三
年
三
月
)
の
関
係
を
絶
つ
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
利
他
行
に
専
念
す
る
た
め
に
も
出
家
を
選
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
清
和
の
願
文
で
は
、
生
前
の
天
皇
と
上
皇
で
は
役
割
が
異
な
り
、
上
皇
は
出
家
後
に
初
め
て
利
他
行
が
出
来
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
姫
の
願
文
は
、
清
和
の
生
前
に
作
成
さ
れ
た
こ
の
願
文
を
受
け
て
、
清
和
が
死
後
も
続
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
利
他
行
へ
の
援
助
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
道
真
の
願
文
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
上
記
の
よ
う
な
天
皇
・
上
皇
や
皇
族
に
関
す
る
も
の
の
他
に
、
一
般
の
貴
族
の
依
頼
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
願
文
が
あ
る
。
貴
族
の
依
頼
に
よ
る
願
文
は
、
天
皇
等
に
関
す
る
願
文
と
は
異
な
る
様
式
を
持
っ
て
い
る
が
、
両
者
の
差
異
に
つ
い
て
「安
氏
諸
大
夫
、
先
妣
の
為
に
法
華
会
を
修
す
る
願
文
」
(
『文
草
』
・
恥
6
4
2
以
下
「安
氏
」
と
略
す
)
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
み
ょ
う
。
こ
の
願
文
は
、
貞
観
十
一
年
(八
六
九
)
八
月
二
五
日
に
催
さ
れ
た
、
安
倍
宗
行
一
族
の
母
の
た
め
の
追
善
法
会
に
際
し
作
成
さ
れ
た
。
願
文
の
冒
頭
に
、
仏
に
対
し
て
の
帰
依
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
弟
子
が
先
妣
多
治
氏
、
平
生
よ
り
弟
子
等
に
謂
ひ
て
曰
く
。
夫
れ
生
死
は
不
住
な
り
、
人
の
死
を
悪
む
が
為
に
そ
の
輪
廻
を
や
め
ず
。
苦
楽
は
無
常
な
り
、
世
の
楽
し
み
を
欲
ふ
が
為
に
そ
の
分
断
を
留
め
ず
。
ま
た
生
の
生
た
る
所
以
や
、
天
地
に
始
り
、
父
母
に
終
ふ
。
報
施
量
る
べ
か
ら
ず
。
恩
愛
断
つ
こ
と
能
は
ず
。
こ
こ
を
以
て
余
ま
さ
に
身
口
を
節
し
以
て
十
方
の
衆
僧
を
供
養
し
、
肌
膚
を
刻
み
以
て
一
乗
妙
典
を
荘
厳
せ
ん
と
す
。
弟
子
等
、
随
喜
ロ
に
在
り
、
信
受
し
て
心
に
銘
ず
。
か
く
の
如
き
の
後
、
日
運
り
星
廻
り
、
猶
予
の
問
、
心
申
び
事
屈
す
。
五
七
平
安
貴
族
の
仏
教
的
実
践
(工
藤
美
和
子
)
【私
の
母
・
多
治
氏
は
、
生
前
よ
り
子
ど
も
で
あ
る
私
た
ち
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
「
人
間
が
死
や
苦
を
嫌
い
憎
む
か
ら
と
い
っ
て
生
死
輪
廻
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
苦
も
楽
も
長
続
き
す
る
こ
と
は
な
く
、
世
俗
的
な
楽
を
願
っ
た
と
し
て
も
、
死
に
よ
っ
て
た
ち
ま
ち
中
断
さ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
人
間
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
世
界
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
、
現
在
の
父
母
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
ま
で
生
死
を
繰
り
返
し
て
い
る
(輪
廻
転
生
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
間
に
父
母
と
な
っ
た
多
く
の
人
た
ち
か
ら
莫
大
な
恩
を
蒙
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
人
た
ち
に
対
す
る
恩
や
愛
情
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
僧
侶
を
招
き
供
養
を
行
い
、
『法
華
経
』
を
書
写
し
講
説
を
行
い
た
い
」
と
。
私
た
ち
は
、
母
の
意
向
に
沿
う
こ
と
を
決
意
し
た
。
と
こ
ろ
が
月
日
を
経
て
も
、
母
の
願
い
で
あ
っ
た
作
善
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。】そ
の
一
方
で
、
安
倍
宗
行
た
ち
は
、
母
六
〇
歳
の
賀
に
際
し
て
祝
宴
を
催
し
、
母
へ
の
報
恩
に
し
よ
う
と
い
う
計
画
を
立
て
た
。
と
こ
ろ
が
母
は
再
び
次
の
よ
う
に
語
る
。
我
昔
報
恩
の
為
に
宿
心
あ
り
。
汝
先
づ
識
れ
。
汝
今
老
を
祝
う
が
た
め
に
新
し
き
慮
あ
り
。
我
既
に
聞
け
り
。
事
す
べ
か
ら
く
心
を
善
報
に
帰
し
、
道
を
真
如
に
仮
る
べ
し
。
我
汝
に
因
り
て
以
て
我
が
心
を
遂
げ
ん
。
汝
我
に
因
り
て
以
て
汝
が
志
を
言
え
と
。
【「私
は
昔
か
ら
私
の
父
母
の
た
め
に
報
恩
を
し
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
。
お
前
た
ち
は
ま
つ
こ
の
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
お
前
た
ち
が
私
の
六
〇
歳
の
祝
賀
を
行
い
た
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
の
た
め
に
孝
を
尽
く
し
た
い
と
い
う
の
な
ら
ば
、
仏
教
に
帰
依
し
、
私
が
成
し
遂
げ
ら
れ
五
八
な
か
っ
た
前
世
の
幾
代
に
も
わ
た
る
父
母
に
対
す
る
報
恩
を
、
自
分
た
ち
の
善
行
(十
方
衆
僧
の
供
養
と
法
華
経
の
書
写
講
説
)
と
し
て
さ
と
り
へ
の
道
を
進
ん
で
欲
し
い
」
】
こ
の
母
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
宗
行
た
ち
の
母
に
対
す
る
「報
恩
」
は
、
儒
教
的
な
孝
を
尽
く
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
仏
教
的
な
利
他
行
(法
華
経
書
写
・
講
説
)
と
い
う
形
式
へ
と
転
換
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
願
文
は
、
母
の
言
葉
を
聞
い
た
宗
行
た
ち
が
、
「唯
だ
願
は
く
は
諸
子
の
会
同
を
待
ち
、
一
家
の
因
果
と
な
さ
む
」
と
決
意
し
た
こ
と
を
記
す
。
つ
ま
り
、
コ
家
の
因
果
」
と
し
て
、
母
の
願
い
を
一
族
で
世
代
を
越
え
て
継
承
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
母
の
願
い
が
実
現
す
る
前
に
母
は
死
去
し
て
し
ま
う
。
去
る
九
年
十
二
月
十
五
日
、
斯
れ
蓋
し
先
妣
世
に
即
き
た
ま
ひ
し
の
時
な
り
。
弟
子
等
の
四
大
身
を
忘
れ
、
五
情
主
無
し
。
天
の
蓋
有
る
を
知
ら
ず
、
地
の
輿
の
有
る
を
覚
え
ず
。
乃
ち
謂
う
荼
を
喰
ふ
は
、
福
を
追
う
の
道
に
非
ず
、
泣
血
は
豈
に
魂
を
反
す
の
声
な
ら
め
や
。
し
か
じ
、
善
業
を
修
め
以
て
筌
蹄
を
免
れ
、
真
功
に
寄
せ
て
以
て
安
楽
を
増
さ
む
に
は
。
伏
し
て
原
る
に
、
先
の
妣
尊
體
乖
和
し
た
ま
ひ
し
よ
り
始
め
、
終
に
温
顔
の
冷
き
に
就
き
た
ま
ふ
に
至
る
ま
で
、
遺
訓
存
せ
り
。
願
言
を
緝
さ
ざ
る
を
以
て
な
り
。
胎
謀
属
ぶ
、
蓄
念
未
だ
撼
べ
ざ
る
に
似
た
り
。
弟
子
等
反
し
覆
す
、
造
次
も
心
を
離
れ
ず
。
【元
慶
九
年
十
二
月
十
五
日
は
母
が
亡
く
な
ら
れ
た
日
で
あ
る
。
私
た
ち
は
茫
然
自
失
と
な
り
悲
し
み
に
く
れ
た
。
し
か
し
悲
嘆
に
く
れ
る
よ
り
も
、
仏
道
に
順
じ
た
善
業
を
行
う
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
考
え
て
み
る
に
、
母
が
病
に
倒
れ
た
時
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
問
、
私
た
ち
に
遺
し
た
言
葉
が
あ
っ
た
が
、
文
章
と
し
て
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
言
葉
を
何
度
も
口
に
し
て
い
た
の
で
常
に
心
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。】
「天
の
蓋
が
有
る
を
知
ら
ず
、
地
の
輿
の
有
る
を
覚
え
ず
」
と
は
、
『後
漢
書
』
延
篤
伝
の
「天
の
蓋
た
り
地
の
輿
た
る
を
知
ら
ず
」
に
拠
っ
て
母
を
失
っ
た
悲
嘆
を
表
し
て
い
る
が
、
願
文
で
は
儒
教
的
な
葬
送
儀
礼
(招
魂
な
ど
)
で
の
慣
習
化
さ
れ
た
悲
嘆
を
行
う
よ
り
も
、
母
の
「遺
訓
」
「
願
言
」
「胎
謀
」
「蓄
念
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
母
の
願
い
を
継
承
し
た
方
が
は
る
か
に
報
恩
に
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
母
の
言
葉
は
、
何
度
も
復
唱
し
常
に
心
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
文
字
言
語
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ロ
伝
え
で
あ
っ
た
場
合
、
コ
家
の
因
果
」
と
し
て
母
の
願
い
を
子
孫
に
継
承
し
て
い
く
と
は
い
っ
て
も
、
忘
れ
ら
れ
る
お
そ
れ
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
願
文
と
し
て
書
記
化
し
後
世
に
残
す
と
と
も
に
、
法
会
で
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏
・
菩
薩
や
法
会
の
聴
衆
に
記
憶
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
法
会
を
行
う
場
と
法
華
経
を
講
説
す
る
僧
侶
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。
仙
侶
数
人
を
請
ひ
得
て
、
批
講
の
筵
八
会
を
排
き
。
三
條
の
草
の
径
、
自
ら
謂
へ
ら
く
、
宝
刹
と
功
を
争
は
む
。
数
片
の
蘆
の
簾
、
自
ら
謂
へ
ら
く
金
縄
と
界
を
訟
へ
む
。
寶
典
則
ち
繕
収
は
舊
き
に
非
ず
、
然
而
先
妣
の
皮
膚
に
發
る
。
法
服
則
ち
刀
尺
惟
れ
新
た
な
り
、
然
而
先
妣
の
機
杼
よ
り
出
づ
。
分
を
以
て
言
は
ば
、
薪
を
負
ふ
者
弟
子
在
り
と
雖
も
、
惣
じ
て
論
ず
れ
ば
、
事
を
圖
る
者
は
此
れ
乃
ち
先
妣
な
ら
く
の
み
。
【僧
侶
数
人
を
招
待
し
、
法
華
八
講
を
ひ
ら
く
。
法
会
が
行
わ
れ
る
母
の
部
屋
は
、
ま
る
で
神
仙
が
住
む
よ
う
な
質
素
な
所
で
あ
る
が
、
そ
の
場
は
仏
界
と
何
ら
異
な
る
こ
と
が
な
い
。
供
養
す
る
経
典
や
僧
侶
へ
の
施
物
で
あ
る
僧
衣
は
、
母
自
ら
が
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
一
号
(二
〇
〇
三
年
三
月
)
手
を
尽
く
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
母
の
願
い
か
ら
で
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
僧
侶
に
対
し
て
供
養
を
行
っ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
私
た
ち
が
母
の
代
わ
り
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
】
「仙
侶
」
や
「三
條
の
草
の
径
」
な
ど
は
本
来
は
老
荘
的
な
言
葉
で
あ
る
が
、
願
文
で
は
僧
侶
や
法
会
の
場
と
な
る
母
の
部
屋
を
示
す
言
葉
へ
と
意
味
が
変
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
神
仙
が
住
む
よ
う
な
質
素
な
場
所
で
は
あ
る
が
、
そ
の
場
は
「宝
刹
」
「金
縄
界
」
、
つ
ま
り
仏
界
と
何
ら
異
な
る
こ
と
が
な
い
と
す
る
。
こ
の
法
会
の
場
や
僧
侶
が
仏
界
と
等
し
い
と
す
る
と
い
う
叙
述
は
、
道
真
の
願
文
で
は
頻
繁
に
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
「弾
正
尹
先
妣
紀
氏
の
為
に
功
徳
を
修
す
る
願
文
」
(
『文
草
』
・
恥
6
4
1
)
に
は
、
法
会
開
催
の
場
所
で
あ
る
惟
喬
親
王
の
母
・
紀
静
子
の
部
屋
を
「況
や
法
界
道
場
、
何
れ
の
處
か
鹿
苑
に
非
ざ
ら
む
。
如
来
不
住
、
誰
の
家
か
鷲
峯
の
非
ず
」
と
記
す
こ
と
で
、
法
会
の
場
は
釈
迦
が
説
法
を
行
っ
た
　
ら
　
鹿
野
苑
や
鷲
峯
山
と
同
じ
で
あ
る
と
記
述
し
て
い
る
。
「寶
典
」
や
「法
服
」
は
　
　
　
母
自
ら
が
手
を
尽
く
し
て
書
写
し
た
り
縫
い
上
げ
た
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
「事
を
圖
る
者
は
此
一れ
乃
ち
先
妣
の
み
」
と
い
う
文
章
か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
、
母
の
意
志
を
継
承
し
た
子
ど
も
た
ち
が
代
わ
り
に
作
善
を
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
願
文
は
僧
侶
へ
の
衣
服
の
寄
進
や
法
華
経
の
書
写
・
講
読
に
よ
っ
て
生
じ
る
仏
・
菩
薩
の
加
護
を
、
自
分
た
ち
の
た
め
で
は
な
く
母
の
成
仏
の
た
め
に
振
り
向
け
る
こ
と
を
記
し
た
後
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
結
び
方
を
し
て
い
る
。
先
妣
昔
利
他
を
以
て
意
と
為
し
た
ま
ひ
き
。
今
則
ち
自
利
を
兼
ね
た
ま
ひ
ぬ
。
弟
子
始
め
生
に
事
ふ
る
を
以
て
宗
と
な
し
き
、
今
則
ち
死
に
事
ふ
る
を
以
て
専
一
と
す
。
然
れ
ば
則
ち
元
を
元
と
し
、
本
に
本
つ
く
。
先
妣
の
祖
孝
、
速
五
九
平
安
貴
族
の
仏
教
的
実
践
(工
藤
美
和
子
)
に
菩
提
を
証
し
、
有
親
有
尊
、
弟
子
の
先
君
、
共
に
正
覚
を
な
さ
む
。
乃
至
天
の
有
生
、
生
の
無
骨
、
地
の
含
気
、
気
の
不
形
、
不
親
不
疎
、
同
じ
く
福
果
を
攀
き
、
大
と
無
く
小
と
無
く
、
共
に
良
因
を
受
け
む
。
【母
は
生
前
よ
り
利
他
行
を
行
っ
て
お
ら
れ
た
。
今
、
法
会
の
功
徳
を
母
の
自
利
行
の
た
め
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
私
た
ち
は
生
前
も
死
後
も
母
に
仕
え
る
こ
と
、
母
の
初
心
(願
い
)
を
根
本
と
す
る
こ
と
を
第
一
と
す
る
。
母
の
父
(宗
行
の
祖
父
)
、
一
族
の
者
が
共
に
さ
と
り
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
。
ま
た
天
地
に
生
命
あ
る
も
の
、
一
切
の
衆
生
が
区
別
な
く
さ
と
り
を
得
る
よ
う
に
。】
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「先
妣
昔
利
他
を
以
て
意
と
為
し
た
ま
ひ
き
。
今
則
ち
自
利
を
兼
ね
た
ま
ひ
ぬ
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
「自
利
」
「
利
他
」
と
い
う
言
葉
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
母
が
生
前
に
「誓
願
」
を
立
て
菩
提
行
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
母
が
生
前
子
供
た
ち
に
語
っ
て
聞
か
せ
て
い
た
言
葉
は
、
仏
道
修
行
H
菩
薩
行
を
行
お
う
と
し
た
母
の
「誓
願
」
で
あ
っ
て
、
単
な
る
願
望
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
、
母
が
行
お
う
と
し
た
「報
恩
」
の
た
め
の
経
典
の
書
写
や
講
会
が
、
「
利
他
」
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
る
と
、
「利
他
」
を
行
っ
た
母
は
、
他
者
の
救
済
を
実
践
す
る
菩
薩
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
「弟
子
始
め
生
に
事
ふ
る
を
以
て
宗
と
な
し
き
、
今
則
ち
死
に
事
ふ
る
を
以
て
専
一
と
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
が
儒
教
的
な
母
へ
の
報
恩
で
は
な
く
、
母
の
「誓
願
」
を
継
承
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
宗
行
た
ち
の
た
め
で
な
く
、
母
や
代
々
の
父
母
の
た
め
に
法
華
経
書
写
と
講
説
と
い
う
「利
他
」
を
行
う
こ
と
で
、
母
の
自
利
利
他
が
満
た
さ
れ
死
後
に
「さ
と
り
」
へ
と
至
り
仏
と
な
る
こ
と
に
な
る
。
「報
恩
」
と
い
う
祖
父
や
母
に
対
す
る
儒
教
的
な
義
務
の
遂
行
が
、
「
利
他
」
六
〇
と
い
う
仏
教
的
な
言
葉
に
読
み
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
あ
る
も
の
「天
の
有
生
、
生
の
無
骨
、
地
の
含
気
、
気
の
不
形
、
不
親
不
疎
」
に
至
る
ま
で
の
家
族
間
を
越
え
た
、
す
べ
て
の
他
者
を
「
さ
と
り
」
へ
と
至
ら
し
め
る
と
い
う
仏
道
修
行
の
全
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
「報
恩
」
が
「利
他
」
と
読
み
替
え
る
こ
と
で
、
安
倍
氏
一
族
の
全
員
が
「誓
願
」
を
継
承
し
利
他
行
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
生
じ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
会
で
経
典
を
講
説
し
、
そ
の
功
徳
を
一
切
の
衆
生
(法
会
の
参
集
者
も
含
む
)
に
振
り
向
け
る
と
い
う
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
法
会
に
参
集
し
た
安
倍
氏
以
外
の
他
者
も
、
こ
の
母
に
報
恩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら
、
他
者
も
母
の
「誓
願
」
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
「
利
他
」
の
実
践
の
義
務
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
母
の
「誓
願
」
は
、
子
ど
も
へ
と
継
承
さ
れ
る
と
と
も
に
、
家
族
間
を
越
え
た
他
者
へ
と
拡
大
し
、
全
て
の
人
問
が
他
者
の
救
済
を
願
う
と
と
も
に
自
己
の
成
道
を
目
指
す
と
い
う
社
会
が
創
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
安
氏
の
願
文
は
、
生
前
の
父
母
の
誓
願
を
子
息
た
ち
が
継
承
し
て
い
く
と
い
う
家
族
を
中
心
と
し
、
そ
れ
を
法
会
の
参
加
者
に
も
拡
大
し
て
い
こ
う
と
す
る
様
式
の
仏
教
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
先
に
見
た
天
皇
等
に
関
す
る
願
文
で
は
、
退
位
し
た
天
皇
1
上
皇
は
生
前
は
菩
薩
と
し
て
、
死
後
は
仏
と
な
っ
て
生
前
も
死
後
も
救
済
活
動
を
行
う
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
唯
一
の
救
済
者
と
し
て
の
天
皇
(上
皇
)
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
調
さ
れ
、
他
の
者
た
ち
は
そ
の
救
済
活
動
を
援
助
す
る
と
い
う
様
式
の
仏
教
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
道
真
の
願
文
に
は
救
済
の
方
法
に
つ
い
て
二
種
類
の
様
式
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
、
こ
の
願
文
か
ら
約
半
世
紀
を
経
た
一
〇
世
紀
半
ば
に
作
成
さ
れ
た
願
文
に
お
い
て
、
天
皇
の
位
置
づ
け
や
誓
願
の
継
承
と
い
う
考
え
方
に
変
化
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
一
〇
世
紀
を
代
表
す
る
文
人
官
僚
大
江
朝
綱
の
願
文
を
見
て
み
よ
う
。
二
、
「陽
成
院
四
十
九
日
御
願
文
」
大
江
朝
綱
は
三
河
国
等
の
国
司
・
文
章
博
士
・
参
議
を
歴
任
し
た
他
に
、
『新
国
史
』
の
編
纂
や
、
摂
関
や
大
臣
の
辞
表
の
作
成
・
年
号
勘
申
な
ど
、
重
要
文
書
の
作
成
に
こ
と
ご
と
く
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「文
章
の
家
」
と
し
て
の
「江
家
」
の
確
立
に
大
き
く
寄
与
し
、
後
世
「
後
江
相
公
」
と
称
さ
れ
た
。
朝
綱
の
詩
文
は
、
『本
朝
文
粋
』
所
載
作
者
の
内
、
最
多
の
四
五
篇
が
納
め
ら
れ
、
そ
の
内
願
文
は
　
ア
　
巻
第
十
三
・
十
四
に
八
篇
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
「陽
成
院
四
十
九
　
　
　
日
御
願
文
」
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
陽
成
天
皇
(八
六
八
～
九
四
九
)
は
貞
観
一
八
年
(八
七
六
)
に
父
清
和
天
皇
の
後
を
受
け
、
第
五
十
七
代
天
皇
と
し
て
即
位
し
、
元
慶
八
年
(八
八
四
)
に
退
位
し
た
。
そ
の
後
、
八
十
一
歳
と
い
う
高
齢
を
保
ち
、
天
暦
三
年
(九
四
九
)
九
月
二
十
日
に
出
家
、
同
月
二
十
九
日
に
病
没
し
た
。
そ
の
四
十
九
日
法
会
は
、
天
暦
三
年
十
一
月
十
八
日
に
円
覚
寺
に
て
執
り
行
わ
れ
た
。
円
覚
寺
は
も
と
藤
原
良
房
の
山
荘
で
、
出
家
後
の
清
和
が
生
活
を
送
っ
て
い
た
所
で
あ
る
。
そ
の
法
会
で
読
ま
れ
た
願
文
の
願
主
は
陽
成
の
第
一
皇
子
で
院
別
当
を
務
め
た
源
清
蔭
で
あ
る
。
以
下
本
文
を
段
落
に
区
切
っ
て
み
て
い
こ
う
。
造
り
奉
る
某
佛
、
冩
し
奉
る
某
経
等
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
一
号
(二
〇
〇
三
年
三
月
)
去
る
九
月
二
十
九
日
、
忽
ち
冷
泉
の
寶
宮
を
出
て
、
永
く
眞
如
の
華
界
に
遷
る
。
七
七
の
御
忌
、
已
に
今
朝
に
當
れ
り
。
仍
り
て
圓
覺
道
場
に
於
て
、
件
の
佛
経
を
供
養
し
奉
る
。
佛
は
則
ち
在
世
の
時
、
蓮
眼
早
く
發
き
、
経
は
是
れ
昇
霞
の
後
、
金
文
新
に
成
る
。
【九
月
二
十
九
日
、
陽
成
院
は
冷
泉
院
よ
り
「さ
と
り
」
の
世
界
へ
と
お
遷
り
に
な
ら
れ
た
。
四
十
九
日
の
忌
日
は
今
朝
で
あ
る
。
そ
こ
で
円
覚
寺
に
お
い
て
上
に
掲
げ
た
仏
像
と
経
典
を
供
養
し
奉
る
。
仏
像
は
在
世
の
時
に
開
眼
供
養
さ
れ
た
仏
像
で
あ
っ
て
、
経
典
は
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
後
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
】こ
の
四
十
九
日
法
会
の
四
日
前
に
当
た
る
一
一
月
一
四
日
、
冷
泉
院
で
火
災
が
発
生
し
、
仏
像
と
経
典
が
焼
失
し
た
。
そ
の
た
め
願
文
で
は
、
具
体
的
な
仏
像
と
経
典
の
名
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
「某
」
と
の
み
書
か
れ
て
い
る
。
「真
如
の
華
界
に
遷
る
」
と
は
、
「
さ
と
り
」
を
ひ
ら
い
た
と
い
う
こ
と
。
「佛
は
則
ち
在
世
の
時
、
蓮
眼
早
く
發
き
」
と
あ
る
が
、
「蓮
眼
」
は
仏
像
の
眼
の
こ
と
。
そ
の
眼
を
「
發
き
」
と
は
開
眼
供
養
は
生
前
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
「金
文
」
は
経
典
の
こ
と
で
、
陽
成
の
死
後
に
新
写
さ
れ
た
。
我
が
聖
靈
陛
下
、
羅
圖
を
抛
ち
て
塵
を
逃
れ
、
萬
乗
を
脱
履
に
比
し
、
雲
鬟
を
落
し
て
道
に
入
り
、
三
明
を
方
袍
に
尋
ね
、
姑
射
山
の
上
、
八
十
年
の
春
風
を
送
り
、
功
徳
林
の
中
、
四
八
相
の
秋
月
を
迎
ふ
。
其
の
尊
儀
を
言
へ
ば
、
娑
婆
世
界
十
善
の
主
、
其
の
寶
笄
を
計
れ
ば
、
釈
迦
如
来
一
年
の
兄
。
【我
が
聖
霊
陛
下
は
、
退
位
さ
れ
俗
世
界
を
逃
れ
ら
れ
、
そ
の
鬟
を
落
と
さ
れ
て
出
家
な
さ
れ
た
。
三
明
を
お
尋
ね
に
な
り
仏
道
修
行
を
さ
れ
た
。
姑
射
山
に
て
八
十
歳
の
歳
月
を
送
ら
れ
、
寺
院
(「功
徳
林
の
中
」
)
で
三
十
二
相
(「
四
八
相
」
)
六
一
平
安
貴
族
の
仏
教
的
実
践
(工
藤
美
和
子
)
の
観
相
を
行
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
お
姿
を
言
え
ば
、
娑
婆
世
界
の
十
善
の
主
で
あ
ら
れ
て
、
そ
の
年
齢
を
言
え
ば
釈
迦
如
来
よ
り
も
一
年
長
生
き
さ
れ
た
。】
「三
明
」
と
は
、
仏
が
も
2
二
種
の
神
通
力
の
こ
と
。
「方
袍
」
は
僧
侶
の
こ
と
で
あ
る
が
、
「三
明
を
方
袍
に
尋
ね
」
と
は
、
退
位
し
た
後
に
出
家
し
仏
教
に
帰
依
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
「姑
射
山
」
と
は
、
『荘
子
』
逍
遙
遊
の
「藐
姑
射
山
之
上
、
有
神
人
居
」
に
み
え
る
神
仙
の
住
む
山
で
あ
る
が
、
願
文
で
は
退
位
し
た
天
皇
を
示
す
言
葉
と
し
て
用
い
て
い
る
。
ま
る
で
神
仙
で
あ
る
か
の
よ
う
に
「八
十
年
」
を
越
え
る
長
寿
を
保
っ
た
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
「功
徳
林
の
中
」
は
、
寺
院
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の
寺
院
を
指
す
の
か
は
詳
ら
か
で
な
ハ
　
　
い
。
「
四
八
相
」
つ
ま
り
仏
の
身
体
的
特
徴
で
あ
る
三
十
二
相
を
瞑
想
し
て
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
陽
成
の
生
涯
は
「其
の
尊
儀
を
言
へ
ば
、
娑
婆
世
界
十
善
の
主
」
、
す
な
わ
ち
徳
に
す
ぐ
れ
た
天
子
と
評
価
さ
れ
、
崩
御
し
た
年
齢
も
「其
の
寶
笄
を
計
れ
ば
、
釈
迦
如
来
一
年
の
兄
」
と
し
て
八
〇
歳
で
入
滅
　り
ね
し
た
釈
迦
よ
り
も
一
年
長
寿
で
あ
っ
た
い
う
点
で
勝
っ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
釈
迦
の
生
涯
と
天
皇
の
生
涯
、
も
し
く
は
両
者
の
衆
生
済
度
を
同
一
視
す
る
叙
述
法
は
、
朝
綱
の
他
の
願
文
を
は
じ
め
と
し
て
、
朝
綱
以
降
の
文
人
官
僚
の
手
に
な
る
願
文
に
も
継
承
さ
れ
て
い
く
。
例
え
ば
、
同
じ
朝
綱
作
成
の
「朱
雀
院
四
十
九
日
御
願
文
」
(『本
朝
文
粋
』
)
で
は
、
直
接
に
朱
雀
天
皇
を
釈
迦
と
同
一
視
す
る
記
述
法
で
は
な
い
も
の
の
、
両
者
の
類
似
を
連
想
さ
せ
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
さ
れ
て
い
る
。
「去
る
春
よ
り
以
還
、
聖
體
不
豫
、
摩
耶
の
夢
に
入
る
、
毒
龍
珠
を
吸
う
の
悲
し
み
を
遺
し
、
世
尊
風
を
患
ふ
。
耆
域
獻
薬
の
術
を
施
す
」
と
、
こ
こ
で
い
う
「摩
耶
」
は
釈
迦
の
生
母
摩
耶
夫
人
の
こ
と
。
右
の
引
用
は
『摩
訶
摩
耶
経
』
巻
下
に
見
ら
れ
る
、
釈
迦
入
寂
に
際
し
て
摩
耶
失
人
が
見
た
釈
迦
の
死
六
二
　
ロ
　
を
暗
示
す
る
五
つ
の
悪
夢
の
故
事
で
あ
る
。
こ
の
経
典
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朱
雀
天
皇
の
母
藤
原
穏
子
の
朱
雀
の
死
に
際
し
て
の
驚
き
や
悲
し
み
は
、
摩
耶
失
人
が
釈
迦
を
失
っ
た
と
き
の
驚
き
と
悲
し
み
と
同
一
だ
と
す
る
類
比
が
生
ま
れ
る
。
穏
子
を
摩
耶
夫
人
と
同
一
化
し
て
叙
述
す
る
と
、
子
で
あ
る
朱
雀
が
釈
迦
と
し
て
連
想
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
他
に
も
、
正
暦
二
年
(九
九
一
)
の
菅
原
輔
正
「円
融
院
四
十
九
日
御
願
文
」
(
『本
朝
文
粋
』
巻
第
十
四
)
で
は
「熙
連
河
の
苦
行
に
過
ぎ
た
る
こ
と
一
年
、
禅
定
水
静
か
な
り
。
沙
羅
林
の
涅
槃
に
先
い
だ
て
る
こ
と
三
日
、
応
化
月
空
し
」
と
あ
り
、
円
融
院
が
出
家
後
七
年
で
崩
御
し
た
こ
と
を
、
円
融
の
仏
道
修
行
の
年
数
が
、
釈
迦
の
苦
行
六
年
よ
り
も
一
年
上
回
り
、
二
月
十
二
日
の
崩
御
の
日
も
、
釈
迦
の
入
滅
の
日
と
さ
れ
る
二
月
十
五
日
よ
り
三
日
早
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
円
融
院
は
釈
迦
よ
り
も
一
年
多
く
修
行
を
重
ね
「さ
と
り
」
へ
と
到
っ
た
と
さ
れ
、
釈
迦
よ
り
も
三
日
早
く
完
全
な
さ
と
り
1
大
般
涅
槃
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
。
大
江
以
言
の
「花
山
院
四
十
九
日
御
願
文
」
(
『本
朝
文
粋
』
巻
第
十
四
)
で
も
、
「聖
霊
遁
世
の
初
め
十
九
、
釈
尊
蓋
し
二
十
九
。
釈
尊
唱
滅
の
期
八
十
、
聖
霊
纔
に
是
四
十
一
」
と
し
て
、
花
山
天
皇
の
出
家
が
釈
尊
よ
り
も
一
〇
年
早
く
、
し
た
が
っ
て
釈
迦
よ
り
も
早
く
世
間
の
無
常
に
気
づ
か
れ
、
そ
の
死
も
わ
ず
か
四
十
一
歳
で
あ
っ
て
早
く
に
大
般
涅
槃
に
入
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
天
皇
毎
に
出
家
や
死
の
状
況
が
異
な
る
か
ら
、
お
の
ず
と
表
現
の
仕
方
に
も
差
異
が
生
じ
る
と
は
い
え
、
天
皇
を
釈
迦
と
同
等
か
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
救
済
者
と
し
て
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
陽
成
の
願
文
は
次
の
よ
う
に
続
く
。
抑
も
大
般
若
経
一
部
六
百
巻
、
金
剛
般
若
経
三
百
巻
、
未
だ
題
名
を
揚
げ
ず
。
忽
ち
灰
燼
と
作
り
ぬ
。
無
相
の
月
早
く
蔵
れ
て
、
寂
滅
の
理
を
顕
は
す
と
雖
も
、
有
為
の
悲
し
み
忘
れ
難
く
、
稱
揚
の
期
を
待
た
ず
。
今
日
の
遺
恨
は
、
只
此
の
事
に
在
り
。
惣
て
此
の
恵
業
を
げ
て
、
聖
靈
を
餝
り
奉
る
。
千
官
景
從
す
、
本
是
諸
天
の
愛
子
、
九
品
雲
聾
ゆ
、
今
則
ち
三
界
の
慈
親
、
定
め
て
知
ぬ
貪
憐
圓
明
の
覺
花
、
豈
敢
て
煩
悩
の
火
宅
を
往
還
せ
ん
こ
と
を
。
功
徳
の
餘
り
、
普
く
遠
近
に
及
ば
し
、
敬
っ
て
白
す
。
天
暦
三
年
十
一
月
十
八
日
別
當
前
大
納
言
源
朝
臣
【大
般
若
経
一
部
六
百
巻
・
金
剛
般
若
経
三
百
巻
は
未
だ
講
説
す
る
前
に
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
陛
下
は
早
く
に
お
隠
れ
に
な
っ
て
、
人
々
に
世
間
の
無
常
の
理
を
示
さ
れ
た
と
は
い
え
、
遺
さ
れ
た
我
々
の
悲
し
み
は
深
く
(「有
為
の
悲
し
み
」
)
忘
れ
が
た
い
。
今
の
遺
恨
は
た
だ
経
典
の
供
養
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
仏
像
・
経
典
の
供
養
会
を
行
い
、
そ
の
功
徳
を
聖
霊
陛
下
に
廻
向
し
た
い
。
陛
下
は
前
世
で
多
く
の
臣
下
に
か
し
ず
か
れ
た
(「千
官
景
従
」
)
天
上
界
の
方
(「諸
天
の
愛
子
」
)
で
あ
ら
れ
た
。
後
世
は
世
界
の
全
て
(三
界
)
に
慈
悲
を
施
さ
れ
る
方
と
し
て
(「慈
親
」)
君
臨
さ
れ
、
衆
生
済
度
さ
れ
て
い
る
。
人
々
は
き
っ
と
知
る
で
あ
ろ
う
、
陛
下
が
自
ら
の
さ
と
り
を
後
に
さ
れ
、
衆
生
済
度
を
行
う
為
に
、
我
々
の
世
界
と
仏
の
世
界
を
往
還
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
(「貪
憐
圓
明
の
覺
花
、
豈
敢
て
煩
悩
の
火
宅
を
往
還
せ
ん
こ
と
を
」
)
、
法
要
の
功
徳
の
余
り
が
遠
近
に
関
係
な
く
振
り
向
け
る
こ
と
を
。
敬
っ
て
白
す
。
】
「無
相
」
は
『大
般
涅
槃
経
』
に
「是
故
涅
槃
名
為
無
相
」
と
あ
っ
て
釈
迦
が
「
さ
と
り
」
を
得
た
こ
と
だ
が
、
願
文
で
は
陽
成
の
死
を
指
し
、
そ
の
死
は
「寂
滅
の
理
」
脛
世
間
の
無
常
を
人
々
に
示
す
た
め
だ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
「有
為
」
は
因
縁
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
一
切
の
現
象
の
こ
と
だ
が
、
願
文
で
は
遺
族
や
臣
下
の
悲
し
み
を
意
味
し
て
い
る
。
「貪
憐
」
は
、
生
き
と
し
生
け
る
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
一
号
(二
〇
〇
三
年
三
月
)
者
す
べ
て
を
「さ
と
り
」
へ
と
導
く
た
め
に
敢
え
て
煩
悩
の
世
界
に
留
ま
ろ
う
と
す
る
陽
成
の
こ
だ
わ
り
を
「貪
」
と
し
て
表
し
(「貪
」
と
は
本
来
、
執
着
の
こ
と
)
、
「憐
」
は
衆
生
に
対
す
る
慈
悲
の
心
を
表
し
て
い
る
。
「煩
悩
の
火
宅
を
往
還
せ
ん
」
と
は
、
衆
生
救
済
の
た
め
に
陽
成
が
煩
悩
の
渦
巻
く
現
実
世
界
を
飛
び
回
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
切
衆
生
に
「
さ
と
り
」
を
ひ
ら
か
せ
る
た
め
に
、
仏
国
土
に
安
住
す
る
こ
と
な
く
、
衆
生
の
世
界
に
留
ま
っ
て
移
動
し
つ
つ
衆
生
救
済
の
活
動
を
続
け
て
い
る
仏
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
朝
綱
が
作
成
し
た
こ
の
願
文
に
は
、
そ
れ
以
前
の
願
文
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
天
皇
と
釈
迦
を
同
一
化
し
よ
う
と
す
る
叙
述
方
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
陽
成
の
年
齢
を
釈
迦
と
比
較
し
、
釈
迦
よ
り
も
一
年
長
寿
で
あ
っ
た
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
例
え
一
年
で
も
長
寿
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
釈
迦
は
、
皇
太
子
で
あ
っ
た
二
九
歳
の
時
に
出
家
し
、
三
五
歳
で
さ
と
り
を
得
、
四
六
年
間
、
人
々
を
教
化
し
た
後
に
、
八
〇
歳
で
涅
槃
に
入
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
陽
成
は
、
八
歳
で
父
清
和
の
後
を
受
け
て
即
位
し
、
退
位
・
出
家
を
経
て
八
一
歳
で
死
去
す
る
ま
で
の
七
三
年
間
、
天
皇
と
し
て
善
政
を
行
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
一
切
衆
生
の
た
め
に
衆
生
済
度
、
つ
ま
り
菩
薩
行
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。
道
真
が
作
成
し
た
願
文
で
は
、
上
皇
を
菩
薩
と
し
、
死
後
は
仏
と
な
っ
て
救
済
活
動
を
行
う
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
朝
綱
の
作
成
し
た
願
文
で
は
、
陽
成
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
釈
迦
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
救
済
者
と
し
て
叙
述
さ
れ
、
天
皇
1
仏
と
い
う
考
え
方
が
登
場
し
て
い
る
。
一
方
、
道
真
の
願
文
に
あ
六
三
平
安
貴
族
の
仏
教
的
実
践
(工
藤
美
和
子
)
っ
た
家
族
に
よ
る
誓
願
の
継
承
と
い
う
考
え
は
、
朝
綱
の
願
文
の
中
に
は
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
道
真
以
後
の
半
世
紀
、
一
〇
世
紀
半
ば
の
朝
綱
の
願
文
を
見
る
限
り
、
天
皇
を
救
済
者
と
す
る
天
皇
中
心
的
な
仏
教
が
構
想
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
お
わ
り
に
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
道
真
が
作
成
し
た
願
文
に
は
、
①
天
皇
や
皇
族
の
依
頼
に
よ
る
願
文
、
②
一
般
の
貴
族
の
依
頼
に
依
る
願
文
、
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
①
の
願
文
は
出
家
後
の
上
皇
や
死
後
の
天
皇
を
菩
薩
も
し
く
は
仏
と
位
置
づ
け
、
彼
ら
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
遺
族
た
ち
、
さ
ら
に
は
一
切
の
衆
生
の
救
済
を
願
う
と
い
う
様
式
で
あ
る
。
②
の
願
文
で
は
、
例
え
ば
母
が
自
分
の
父
母
の
た
め
に
作
善
(利
他
行
)
を
す
る
と
い
う
誓
願
を
た
て
、
母
の
死
後
そ
の
誓
願
を
子
ど
も
た
ち
が
継
承
し
て
母
の
た
め
に
仏
教
的
作
善
を
行
う
と
い
う
様
式
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
生
前
の
利
他
行
が
死
後
に
自
利
行
に
な
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
一
族
の
中
で
継
承
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
誓
願
は
法
会
の
参
加
者
を
も
巻
き
込
ん
で
貴
族
社
会
の
全
構
成
員
に
利
他
行
を
促
す
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
朝
綱
の
願
文
で
は
天
皇
が
釈
迦
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
は
在
位
中
か
ら
衆
生
救
済
を
す
る
と
い
う
役
割
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
釈
迦
と
同
一
視
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
天
皇
や
上
皇
と
い
う
王
権
に
直
接
関
与
す
る
人
物
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
衆
生
救
済
と
い
う
役
割
を
果
た
せ
る
の
は
理
論
的
に
い
え
ば
仏
教
徒
全
員
に
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
、
生
者
も
六
四
死
者
も
六
道
輪
廻
を
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
生
命
あ
る
者
た
ち
を
含
め
て
、
一
括
し
て
救
済
す
る
た
め
に
徴
税
し
国
家
的
儀
礼
を
開
催
す
る
と
い
う
権
限
は
、
天
皇
に
し
か
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
は
、
国
家
と
い
う
も
の
を
維
持
し
て
い
く
極
め
て
有
効
な
思
想
と
な
り
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
釈
迦
と
い
う
王
位
を
継
承
す
べ
き
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
「さ
と
り
」
へ
と
到
る
こ
と
の
で
き
た
希
有
な
人
格
と
天
皇
と
の
同
一
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
天
皇
の
救
済
者
と
し
て
の
役
割
が
強
調
さ
れ
る
一
方
で
、
朝
綱
の
願
文
に
は
、
道
真
の
願
文
に
あ
っ
た
一
般
の
貴
族
た
ち
が
一
族
の
間
で
誓
願
を
継
承
し
続
け
る
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
仏
教
の
様
式
が
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
っ
た
の
も
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し
次
の
世
代
の
慶
滋
保
胤
の
時
代
に
な
る
と
、
天
皇
以
外
の
人
々
、
例
え
ば
后
妃
や
高
僧
が
仏
・
菩
薩
の
化
身
と
し
て
誓
願
を
立
て
、
こ
の
世
の
人
々
を
救
　ね
　
済
し
て
い
っ
た
と
い
う
願
文
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
あ
る
い
は
『栄
花
物
語
』
で
は
、
藤
原
道
長
が
聖
徳
太
子
の
生
ま
れ
変
わ
り
、
つ
ま
り
皇
位
継
承
者
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
長
は
全
衆
生
の
救
済
を
担
う
人
物
と
し
て
叙
述
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
『栄
花
物
語
』
「
つ
る
の
　お
　
は
や
し
」
の
巻
で
は
道
長
が
釈
迦
の
化
身
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
〇
世
紀
末
以
降
、
救
済
に
関
わ
る
新
た
な
言
説
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
道
真
の
願
文
に
あ
っ
た
天
皇
と
一
般
の
貴
族
と
の
問
に
あ
っ
た
救
済
活
動
の
差
異
は
消
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
道
真
が
作
成
し
た
天
皇
(上
皇
)
の
願
文
で
は
、
出
家
し
た
あ
る
い
は
死
し
た
天
皇
(上
皇
)
を
救
済
者
と
し
て
位
置
づ
け
、
ま
た
一
般
の
貴
族
の
願
文
で
は
報
恩
と
い
う
社
会
的
強
制
と
し
て
祈
祷
や
追
善
を
す
る
の
で
は
な
く
、
個
人
の
主
体
的
な
意
志
に
よ
っ
て
仏
道
修
行
(利
他
行
)
を
行
い
「
さ
と
り
」
を
目
指
す
と
い
う
新
た
な
意
味
づ
け
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
道
真
の
願
文
に
は
天
皇
(上
皇
)
を
救
済
者
と
み
な
し
た
り
、
個
人
の
仏
道
修
行
へ
の
意
志
を
前
面
に
押
し
出
し
た
点
な
ど
、
中
世
仏
教
の
基
礎
に
な
る
よ
う
な
新
た
な
仏
教
思
想
の
萌
芽
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
[注
](
1
)
中
国
に
現
存
す
る
願
文
に
つ
い
て
は
、
黄
徴
・
呉
偉
編
校
『敦
煌
願
文
集
』
(岳
鹿
書
社
一
九
九
五
年
)
な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(
2
)
願
文
の
代
表
的
な
研
究
に
は
、
ま
ず
渡
辺
秀
夫
氏
の
「
願
文
用
語
略
稿
」
(国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
部
『
調
査
研
究
報
告
』
九
、
一
九
八
五
年
三
月
)
、
「
天
皇
と
不
死
-
帝
皇
追
善
願
文
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
(
『日
本
文
学
』
三
八
巻
一
号
、
一
九
八
九
年
一
月
)
、
「願
文
の
世
界
」
(
『平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
』
第
四
篇
勉
誠
社
一
九
九
一
年
)
等
の
一
連
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
小
峯
和
明
「
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
世
界
(
一
)
～
(六
)
」
(
『中
世
文
学
研
究
』
一
三
～
一
七
号
、
一
九
八
八
年
三
月
～
一
九
九
一
年
八
月
)
、
吉
原
浩
人
「
王
朝
貴
族
の
信
仰
生
活
ー
『江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
み
る
女
性
の
願
い
」
(
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
七
巻
第
=
一号
、
一
九
九
二
年
一
二
月
)
等
も
挙
げ
ら
れ
る
。
願
文
の
文
体
や
表
現
様
式
に
つ
い
て
の
論
究
で
は
、
山
本
真
吾
「
平
安
時
代
の
願
文
に
於
け
る
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式
の
変
遷
に
つ
い
て
」
(
『広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
九
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
)
、
同
「
願
文
語
彙
の
量
的
構
造
-
文
体
組
成
の
究
明
に
向
け
て
ー
」
(
コ
ニ
重
大
学
日
本
語
日
本
文
学
』
1
1
1巻
'
1
1
0
0
1
年
六
月
)
等
が
あ
る
。
ま
た
、
今
後
の
願
文
研
究
に
は
、
小
峯
和
明
・
山
崎
誠
「
平
安
鎌
倉
期
願
文
表
白
年
表
稿
」
(国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
部
=
号
、
一
九
九
〇
年
二
月
)
が
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
一
号
(二
〇
〇
三
年
三
月
)
有
益
と
な
ろ
う
。
(
3
)
願
文
の
引
用
は
川
ロ
久
雄
校
注
『菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
』
(日
本
古
典
文
学
大
系
七
二
)
に
拠
り
訓
読
を
施
し
た
(
恥
は
同
書
に
付
さ
れ
た
作
品
番
号
で
あ
る
)
。
ま
た
、
【
】
に
概
要
を
掲
げ
て
お
い
た
。
道
真
の
願
文
に
つ
い
て
は
渡
辺
秀
夫
「
『法
華
経
』
と
願
文
ー
『菅
家
文
草
』
『本
朝
文
粋
』
所
収
の
願
文
を
中
心
に
ー
」
(
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
六
一
巻
一
二
号
一
九
九
六
年
=
一月
)
、
所
功
『菅
原
道
真
の
実
像
』
(臨
川
書
店
、
二
〇
〇
二
年
)
で
「
吉
祥
院
法
華
會
願
文
」
(
『文
草
』
臨
6
5
0
)
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
以
下
の
記
述
で
は
『菅
家
文
草
』
は
『文
草
』
と
略
記
す
る
。
(
4
)
「
遍
周
法
界
」
と
同
様
の
言
葉
は
、
元
慶
五
年
十
一
月
十
六
日
に
道
真
が
作
成
し
た
「
太
皇
太
后
(藤
原
明
子
)
の
令
旨
を
奉
り
、
太
上
天
皇
(清
和
)
の
奉
為
に
御
周
忌
法
会
願
文
」
に
も
あ
り
、
清
和
を
「
他
界
遍
周
の
君
」
と
記
し
て
い
る
。
清
和
は
退
位
後
に
出
家
し
仏
道
修
行
を
行
っ
て
い
た
が
、
死
後
も
生
前
と
変
わ
る
こ
と
な
く
利
他
行
に
励
ん
で
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
(
5
)
同
様
の
叙
述
は
、
一
〇
世
紀
半
ば
の
文
人
官
僚
大
江
朝
綱
が
作
成
し
た
願
文
に
も
「
抑
説
法
は
隣
に
有
り
、
何
れ
の
野
か
鹿
苑
に
非
ざ
ら
ん
や
、
如
来
住
ま
ず
、
何
れ
の
山
か
鷲
峯
に
非
ざ
ら
ん
や
」
(『本
朝
文
粋
』
巻
第
十
四
・
「
朱
雀
院
四
十
九
日
御
願
文
」
)
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
(
6
)
「経
典
」
の
書
写
が
、
母
の
誓
願
か
ら
出
た
こ
と
が
を
、
先
妣
の
「
皮
膚
に
發
る
」
と
あ
る
の
は
、
『梵
網
経
』
や
『華
厳
経
』
等
に
依
拠
し
た
表
現
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
我
が
身
の
皮
膚
を
紙
と
し
て
経
典
を
書
写
す
る
と
い
う
捨
身
行
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
叙
述
は
、
道
真
が
作
成
し
た
願
文
に
は
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば
「余
れ
昔
先
考
の
為
に
寶
典
を
寫
し
奉
ら
む
と
い
ふ
意
あ
り
。
皮
紙
未
だ
成
ら
ざ
る
に
、
命
今
盡
く
る
に
垂
と
す
。
骨
筆
詞
無
く
し
て
、
身
已
に
衰
え
ぬ
。
」
(
「
源
大
夫
閤
下
の
為
に
、
先
妣
伴
氏
周
忌
法
会
の
願
文
」
恥
6
3
7
)
、
や
「
紺
紙
數
軸
、
先
妣
の
剥
皮
よ
り
始
め
て
、
金
書
數
行
、
弟
子
の
六
五
平
安
貴
族
の
仏
教
的
実
践
(工
藤
美
和
子
)
折
骨
に
終
わ
る
」
(「
弾
正
尹
親
王
先
妣
紀
氏
の
為
に
、
功
徳
を
修
す
る
願
文
」
恥
6
4
1
)
な
ど
で
あ
る
。
(
7
)
大
江
朝
綱
の
詩
文
に
つ
い
て
は
、
川
口
久
雄
『
三
訂
版
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
中
(明
治
書
院
一
九
八
二
年
)
に
簡
単
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
願
文
へ
の
論
及
は
な
い
。
(
8
)
願
文
の
引
用
は
、
『新
訂
増
補
国
史
大
系
』
本
に
拠
り
訓
読
を
施
し
た
。
ま
た
【
】
に
概
要
を
掲
げ
て
お
い
た
。
ま
た
、
柿
村
重
松
『本
朝
文
粋
註
釈
』
(
冨
山
房
一
九
七
五
年
)
を
参
照
し
た
。
(
9
)
「
功
徳
林
」
は
『白
氏
文
集
』
巻
七
十
一
「
贈
僧
五
首
鉄
塔
院
如
大
師
」
に
「
百
千
万
劫
菩
提
種
、
八
十
三
年
功
徳
林
」
と
あ
る
。
(10
)
同
様
の
表
現
は
紀
長
谷
雄
の
和
歌
序
「太
上
法
皇
賀
玄
宗
法
師
八
十
之
齢
和
歌
序
」
(
『本
朝
文
粋
』
巻
第
十
一
)
に
、
釈
迦
と
玄
宗
法
師
の
年
齢
を
比
較
す
る
例
が
あ
る
。
(
1
)
『大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
十
二
巻
・
恥
三
八
三
・
一
〇
一
二
a
。
(
12
)
渡
辺
秀
夫
氏
が
「
願
文
の
世
界
」
(
『平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
』
第
四
篇
勉
誠
社
一
九
九
一
年
)
で
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
慶
滋
保
胤
「
二
品
長
公
主
四
十
九
日
の
為
の
御
願
文
」
(
『本
朝
文
粋
』
巻
第
十
四
)
、
「
大
納
言
藤
原
卿
息
女
女
御
四
十
九
日
の
為
の
願
文
」
(
『本
朝
文
粋
』
巻
第
十
四
)
に
は
、
「
二
品
長
公
主
(円
融
院
妃
尊
子
内
親
王
)
」
を
妙
音
菩
薩
か
観
音
菩
薩
の
化
身
と
し
て
、
ま
た
「
藤
原
卿
息
女
(花
山
天
皇
妃
藤
原
為
光
女
)
」
に
は
龍
女
の
後
身
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
。
(
13
)
藤
原
道
長
と
「
化
身
」
に
つ
い
て
は
、
曽
根
正
人
「
聖
な
る
佛
教
者
藤
原
道
長
-
『栄
花
物
語
』
の
仏
教
思
想
の
一
側
面
」
同
「
権
者
」
に
つ
い
て
の
覚
書
」
(と
も
に
同
『古
代
仏
教
界
と
王
朝
社
会
』
吉
川
弘
文
館
"
1
10
0
0
年
)
に
論
及
さ
れ
て
い
る
。
六
六
(く
ど
う
み
わ
こ
文
学
研
究
科
仏
教
文
化
専
攻
博
士
後
期
課
程
)
(指
導
教
授
"
池
見
澄
隆
教
授
)
二
〇
〇
二
年
十
月
十
六
日
受
理
